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The location of social consciousness in the works and discourses of the 8th exhibition of Sousha kenchikukai 
A study on the social thought of modernist architecture in prewar Japan 

 
 nìĺ¦ō,� ì´ıXsŎ 

*Shizusa Maeda1, Shinnosuke Tadokoro2 

 

Abstract: The social philosophy that aims to improve the human living environment, which is the foundation of Western European 

modern architecture, has been linked to the social consciousness among Japanese architects since the move to Japan in the prewar 

period. Has it been built? Through exhibitions and lecture activities as Soviet Architectural Association's athletic body, trying to build 

an ideal way of architecture based on social consciousness in the Japanese architectural world and clarifying the location of that 

consciousness The purpose of this research was to focus on the works exhibited at the 8th exhibition of Sousha kenchikukai. 

Analyzes of works and discourses in the exhibition will be conducted for architectural magazines published at that time. 
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Table 1. List of articles about Sousha published in m
agazines 

Table 2. C
lassification table of the 8th exhibition 

Table 3. D
raw

ings, m
odel photos and	com

m
entary on the 8th exhibition w

ork 
作
品
番
号
No.92

不
具
者
診
療
所

No.93
No.94

No.95
No.96

No.97
No.98

No.99
No.100

No.101
No.102

No.103
No.104

No.105
No.106

No.107
No.108

No.109
No.110

作
品
名

作
者
図
面

模
型

写
真
解
説

病
院

鉄
骨
組
立
家
屋

協
同
組
合

ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ハ
ウ
ス

集
合
住
宅

独
身
者
の

ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
ザ
ブ
レ
ッ
プ
公
共

建
築
コ
ン
ペ
チ

シ
ョ
ン
応
募
図
案

小
売
商
店
計
画

名
古
屋
市
庁
舎

コ
ン
ペ
チ
シ
ョ
ン

応
募
図
案

明
治
製
菓

コ
ン
ペ
チ
シ
ョ
ン

応
募
図
案

２
人
家
族

集
合
住
宅

漁
村
改
革
案

紡
績
工
場
の

女
工
寄
宿
舎

提
案

小
家
族

ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ハ
ウ
ス

小
学
校

託
児
所

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

未
定

（
化
学
研
究
所
）

住
宅

古
川
末
雄

廣
木
亀
吉

平
松
義
彦

広
瀬
初
夫

今
泉
善
一

道
明
榮
次

川
喜
田
煉
七
郎

河
裾
逸
美

前
川
國
男

野
口
巌

小
川
光
三

岡
村
蚊
象

竹
村
新
太
郎

谷
口
吉
郎

梅
田
穣

山
本
勝
巳

渡
苅
雄

前
川
國
男

前
川
國
男

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

海
老
原
一
郎

創
宇
社

第
8回

建
築
制
作

展
覧
会

1930

10.1 - 10.7

数
寄
屋
橋

朝
日

新
聞
社

No,９
２
　
　
　
　
１
つ
の
住
宅
を
例

に
，
計
画
過
程
の
組
織
化
に
対
す
る
１

提
案
．
住
宅
を
扱
っ
た
理
由
，
特
殊
な

知
識
が
不
要
/普
遍
的
問
題
で
あ
る
が

故
，
因
習
的
な
解
決
方
法
．
計
画
順
序

①
集
団
生
活
形
式
の
考
察
，
無
産
階
級

の
生
活
形
式
の
階
級
制
と
集
団
生
活
の

必
要
性
か
ら
，
こ
れ
ら
の
建
築
的
解
決

を
考
察
②
集
団
生
活
の
１
単
位
の
生
活

分
類
，
普
遍
性
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た

生
活
の
中
に
，
家
族
成
員
に
つ
い
て
の

個
々
の
生
活
を
観
察
③
各
部
に
つ
い
て

の
必
要
最
低
面
積
，
生
活
動
作
に
要
す

る
面
積
，
機
能
と
の
関
連
を
考
察
④
外

的
諸
条
件
，
方
位
，
採
光
，
空
気
量
，

温
度
，
建
築
材
料
等
の
問
題

No,９
３
　

氾
濫
す
る
民
衆
的
不
満
と
社
会
的
不
均

衡
へ
の
数
字
的
な
実
践

無
産
階
級
の
肉
体
的
，
精
神
的
不
健
全

さ
は
現
代
社
会
形
態
の
歪
曲
と
不
均
衡

に
比
例
し
て
加
速
し
，
彼
ら
を
圧
迫
し

て
い
る

不
具
合
療
容
所
は
，養
老
院
で
は
な
く
，

キ
リ
ス
ト
教
的
人
道
主
義
も
適
用
せ

ず
，
目
標
は
，
職
業
に
戻
る
こ
と
，
団

体
力
の
強
さ
を
つ
く
ら
し
め
る
こ
と

No,９
４
　

大
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
市
場
圧
迫
進
出

に
対
し
，
集
落
の
道
端
に
あ
る
小
売
商

人
の
集
団
的
協
力
を
目
標
に
，
共
同
住

宅
，
共
同
商
店
の
形
式
に
よ
る
共
同
建

築
の
提
案
．
都
市
噪
音
問
題
（
交
通
噪

音
）
に
対
し
て
，
科
学
的
方
法
に
よ
る

建
築
的
解
決
を
図
る
．
主
要
街
路
側
に

外
廊
下
を
設
け
，
居
室
へ
の
噪
音
侵
入

を
制
限
．
提
案
は
，
１
階
が
共
同
小
売

店
，
２
，
３
，
４
階
に
小
売
商
人
住
居

を
設
け
る
．
建
築
材
料
に
つ
い
て
は
，

工
場
加
工
，
現
場
組
立
式
軽
架
構
で
，

防
熱
，
防
音
，
重
量
軽
減
，
費
用
削
減

等
を
図
り
，
防
音
設
備
に
お
い
て
は

特
に
留
意
．

No,９
６
　

必
要
に
応
じ
て
分
解
，
組
立
，
建
増
し

が
素
人
に
も
で
き
る
家
屋
の
設
計
．

縦
横
５
㎝
毎
に
径
１
㎝
の
孔
を
開
け
た

て
鉄
板
を
規
格
と
し
て
大
量
生
産
，
こ

れ
を
現
場
で
組
立
て
る
．

出
品
作
品
は
４
m×
５
m
の
も
の
で
，

仕
事
の
都
合
で
移
動
す
る
必
要
の
あ
る

一
群
の
家
屋
の
た
め
の
基
本
単
位
型
．

３
階
建
て
く
ら
い
は
容
易
に
組
み
立
て

ら
れ
る
．
ま
た
，
多
人
数
生
活
者
の
た

め
の
平
面
も
添
え
た
．

No,９
９
　

現
在
の
住
宅
難
に
対
す
る
科
学
的
建
設

に
よ
る
解
決
の
結
果
と
し
て
，
そ
れ
に

順
応
し
，
当
然
将
来
す
べ
き
（
現
代
の

衛
生
的
非
科
学
的
な
，
2階
借
生
活
者

等
の
）
独
身
者
の
住
居
改
革
の
要
望
．

東
京
近
郊
に
千
人
収
容
し
，
方
位
を
東

西（
１
，2階

）お
よ
び
南
北（
３
，4階

）
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敷
地
の
削
減
，

通
風
，
採
光
を
得
る
．

廊
下
の
不
要
空
間
を
寝
室
に
利
用
す
る

な
ど
に
よ
っ
て
，
主
な
提
案
と
す
る
．

No,１
０
３
　
　
　
新
時
代
社
会
組
織

に
健
全
な
自
由
な
生
活
を
夢
見
つ
つ
，

現
代
の
非
生
産
的
な
不
健
康
な
生
活
に

疑
問
．
家
族
制
度
形
態
の
変
革
は
自
由

な
生
活
へ
と
解
放
す
る
．
設
計
方
針
①

経
済
的
，
中
央
廊
下
の
２
列
式
住
居
，

②
最
小
限
度
の
一
室
生
活
③
建
物
を
南

北
軸
に
，
可
能
最
大
限
の
建
築
面
積
と

す
る
④
南
北
軸
に
よ
り
，日
照
，通
風
，

換
気
の
問
題
に
解
決
．
中
央
廊
下
天
井

裏
に
換
気
路
⑤
住
居
部
分
は
３
層
，

100家
族
を
収
容
し
，
共
同
の
垂
直
交

通
に
よ
り
各
居
室
へ
．
共
同
便
所
は
各

階
２
箇
所
ず
つ
，
地
階
に
は
，
管
理
事

務
室
，
理
髪
店
，
共
同
食
堂
，
暖
房
，

汽
罐
室
な
ど
，屋
上
に
は
共
同
洗
濯
場
．

No,１
０
５
　

「
新
興
建
築
家
の
実
践
と
は
」
に
つ
い

て
設
計
意
図
を
示
す
．①
化
学
的
基
礎

考
査
：
一
人
当
た
り
の
最
小
限
ヴ
ォ

リ
ュ
ー
ム
を
換
気
暖
房
計
算
に
よ
り
算

出
．
１
部
屋
の
収
容
人
数
は
平
面
，
立

体
的
交
通
線
の
考
査
に
よ
っ
て
決
定

構
造
は
，
鉄
骨
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
計
算
結
果
よ
り
，
経
済
的
な
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト

②
経
済
的
考
査
：
木
造
と
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
築
費
の
比
較
研
究
に
よ
り

何
を
選
択
す
べ
き
か
決
定
．
現
在
の
工

場
寄
宿
舎
と
収
容
人
数
，延
べ
床
面
積
，

専
用
物
，
や
各
所
室
の
大
き
さ
，
衛
生

設
備
，
ま
た
建
築
費
を
比
較
．

No,１
０
８

月
収
１
０
０
円
以
下
の
生
活
者
住
居
と

し
て
小
家
族
に
お
け
る
最
小
限
住
宅
の

1試
案
．（
CIAM

第
２
回
会
議
生
活
最

小
限
住
宅
は
1929年

）
標
準
１
世
帯

を
夫
婦
二
人
，
幼
児
が
１
，
２
人
い
て

も
よ
い
．

１
家
族
用
の
広
さ
は
３
６
㎡
，
京
間
で

９
坪
．
こ
の
う
ち
８
㎡
は
テ
ラ
ス
で
庇

を
利
用
．
９
㎡
の
共
用
バ
ル
コ
ニ
ー
，

共
同
洗
濯
場
，
各
共
同
階
段
は
４
戸
で

１
ヶ
所
．

主
食
料
は
別
棟
の
炊
事
場
か
ら
食
事
毎

の
配
給
，
台
所
は
，
副
食
物
の
調
理
等

に
使
用
，
居
間
は
カ
ー
テ
ン
で
し
き
り

寝
室
と
し
，
寝
台
は
折
畳
式
．

No,１
０
９
　

人
間
が
最
初
の
組
織
的
訓
練
生
活
に
入

る
重
要
機
関
．

寄
宿
舎
を
含
む
畸
形
的
小
学
校
提
案

は
，
集
団
的
生
活
，
自
発
的
創
造
性
を

助
長
す
る
．

ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
盲
目
的
強
調
教
育
組

織
よ
り
一
歩
も
出
な
い
現
社
会
形
態
へ

の
１
つ
の
抗
議
．

No,１
０
４
　
　
　
現
漁
村
と
そ
の
住

居
の
不
統
一
な
点
在
的
存
在
，
膨
大
な

る
土
地
の
過
大
の
解
決
案
と
し
て
，
実

現
性
は
，個
人
的
漁
業
者
の
経
済
状
況
，

協
力
作
業
を
通
じ
て
観
察
さ
れ
る
団
結

力
に
よ
っ
て
認
識
，
要
求
さ
れ
て
い
る

も
の
．
予
想
地
，
750戸

の
う
ち
借
家

100戸
に
対
し
て
，120戸

15ブ
ロ
ッ

ク
施
設
．
現
実
的
欠
点
①
漁
場
作
業
位

置
，
海
水
浴
場
の
同
一
②
住
居
の
敷
地

過
大
③
非
衛
生
的
な
生
活
状
態
よ
り
，

漁
場
，
小
売
市
場
，
取
引
揚
の
移
転
．

住
居
は
集
合
さ
せ
，段
形
配
列
，レ
テ
ー

ニ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
，

各
戸
か
ら
海
上
展
望
，
太
陽
光
線

100%
射
入
の
効
果
を
第
１
要
件
．

掲
載
な
し

ガ
ブ
ロ
ン
ツ

町
役
場
コ
ン
ペ
チ

シ
ョ
ン
応
募
図
案

前
川
國
男
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